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富士フイルム和光純薬株式会社（本社：大阪市中央区、社長：吉田 光一）は、国内初※¹の「DNA 免

疫法※2によるウサギモノクローナル抗体作製」受託サービス（以下、本サービス）を 12 月 1 日より

開始します。本サービスは、当社が独自に開発した技術により、従来、抗体作製が困難だった抗原に

対しても、ウサギ由来で高品質なモノクローナル抗体を作製し提供するサービスです。 

今後、当社は、本サービスを通じて、製薬企業をはじめとする顧客の抗体医薬品や診断薬の研究開

発を強力にサポートしていきます。 

 

抗体医薬品の創薬研究では、ターゲットとなる抗原に対する結合親和性や特異性が最適な水準

に保たれた高品質なモノクローナル抗体を利用したいというニーズがあります。なかでも、ウサ

ギ由来の抗体は、一般的な抗体特性としてマウス・ラット由来よりも結合親和性や特異性に優れていること

から、ウサギ由来のモノクローナル抗体が求められています。しかし、ウサギ由来では、モノクローナル

抗体の作製に必要である、ハイブリドーマ※3 の樹立が困難であるため、免疫後の血液から精製するポ

リクローナル抗体を使用するのが主流でした。 

 

今回、当社は、ウサギの B 細胞 1 個から効率的に抗体遺伝子を増幅させ、ハイブリドーマを介さず

にウサギモノクローナル抗体を作製する新技術を開発しました。さらに、抗体作製のプロセスにおい

て、新技術と、既存の「DNA 免疫法によるウサギポリクローナル抗体作製」サービスにて活用してい

る独自の DNA 免疫法を組み合わせることにより、従来では良質な抗体の作製が困難だった複数回膜貫

通型タンパク質※4などの抗原に対しても、高品質なウサギモノクローナル抗体を作製できます。今

後、本抗体を顧客に提供するために、「DNA 免疫法によるウサギモノクローナル抗体作製」受託サー

ビスを開始します。本サービスを、現在展開中の抗体作製受託サービスのラインアップに加えて、抗

体医薬品のみならず診断薬などの分野の抗体開発ニーズに幅広く対応し、製薬企業やバイオベンチャ

ー、アカデミアなどの研究活動を支援していきます。 

 

当社は、「次の科学のチカラとなり、人々の幸せの源を創造する」という理念のもと、社会や顧客

のニーズに応える高機能・高品質な製品を開発・提供し、医療をはじめとする幅広い分野の産業や学

術研究の発展に貢献していきます。 

 

※1 2023 年 11 月当社調べ。 

※2 タンパクではなく、DNA（遺伝子）を接種することで免疫する感作法。 

※3 抗体産生細胞である B 細胞と、がん細胞であるミエローマ細胞を融合して培養・増殖を可能とした細胞。 

※4 細胞内外の情報伝達や物質の輸送などで重要な役割を持ち、創薬のターゲットとして有望とされている。G タンパ

ク質共役受容体など。 
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本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

報道関係 富士フイルム和光純薬株式会社 経営企画部     TEL：06-6203-1590  

サービス 富士フイルム和光純薬株式会社 バイオソリューション推進部   TEL：06-6203-3515     

  Email：jutaku@fujifilm.com 

 

 


